
第２回上天草市まち・ひと・しごと創生推進会議資料

日時：令和元年７月30日（火）15：00~
場所：上天草市役所大矢野庁舎書庫棟２階会議室



１ 国の「まち・ひと・しごと創生基本方針２０１９」について

２ 上天草市まちひとしごと創生総合戦略の振り返りについて

３ 振り返りを踏まえた次期戦略の方向性について
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１ 国の「まち・ひと・しごと創生基本方針２０１９」について
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１ 国の「まち・ひと・しごと創生基本方針２０１９」について①
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１ 国の「まち・ひと・しごと創生基本方針２０１９」について②

※Society5.0とは、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）
を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立す
る、人間中心の社会。IoT、AI、ロボットや自動走行車等の科学技術の活用に
より実現を目指していく。

４



１ 国の「まち・ひと・しごと創生基本方針２０１９」について③
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１ 国の「まち・ひと・しごと創生基本方針２０１９」について④
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１ 国の「まち・ひと・しごと創生基本方針２０１９」について⑤
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参考：「関係人口」とは

・「関係人口とは、言葉のとおり『地域に関わってくれる人口』のこと。自分でお気に入りの地域に週末ごとに通っ
てくれたり、頻繁に通わなくても何らかの形でその地域を応援してくれるような人たち」 ※ソトコト編集⾧指出一正氏

〇関係 ＝ 関心（心を寄せる）
＋ 関与（関わる）

関係人口 ＝ 関心人口
＋（または）

関与人口

「関わりの階段」※明治大学 小田切教授

国の方針（再掲）国の方針（再掲）
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２ 市の第１期まち・ひと・しごと創生総合戦略の振り返りについて
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２ʷ１ 第１期まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本目標の現状と課題ついて①

１０

戦略の基本目標 数値目標 現状 課題

基本目標１
上天草市への人の流
れをつくる

社会減の抑制
▲５２５人（H27~H31の累計）

▲１０５人／年

年度

基準 総合戦略期間
合計

(見込み)
人口減少が
進んでいる

H26
基準 H27 H28 H29 H30

H31
※４年間の
平均値

社会増減数
（自然増減数）

▲272
（▲305）

▲290
（▲351）

▲276
（▲318）

▲255
（▲302）

▲298
（▲347）

▲280
（▲330）

▲1,399
（▲1,648）

H31年の宿泊客数
２６５，８００人

年 H26
基準 H27 H28 H29 H30

H28年は熊本地震の復興事業と
して宿泊補助等のキャンペーン
を実施

ほぼ目標値を達成宿泊客数
（観光入込客数）

227,182
(1,343,899)

245,787
(1,423,480)

297,243
(1,589,375)

239,835
(1,631,537)

265,159
(1,867,433)

基本目標２
安定した魅力ある雇
用を創出する

市基幹産業の新規就業者数２００人
（H27～H31の累計）
①１次産業新規就業者 ５０人
②新規船員数 ５０人
③観光産業の新規就業者数１００人

①１次産業新規就業者 ４４人（目標50人）
②新規船員数 １８人（目標50人）
③観光業の新規就業者 ７３人（目標100人）
（H27年以降に開業した施設㋐~㋓の従業員の合計）
㋐リゾラテラス天草、㋑AZホテル上天草店 ㋒フランピングビレッジ天草、
㋓ペットリゾートブレインズ天草
今後、亀屋大江戸温泉物語、前島観光拠点施設、樋合リゾゾートなどがオープン

※参考：誘致企業の従業員数 526人（H26）⇒ 555人（H30） 29人の増

内訳①③は、
目標達成の見込み

基本目標３
市民の結婚・出産・
子育ての希望を叶え
る

出生数 ８６０人
（H27~H31の累計）
１７２人(年平均）

年度
基準 総合戦略期間 合計

(見込み)

目標には達しない
見込み

H26
基準 H27 H28 H29 H30 H31

出生数（人） 176 153 169 142 140 151
※年平均 755

子育てに不安感や負担感を感じない
割合：５１％

平成２６年度（基準）：32.2%
平成３０年度 ：30.2%

基本目標４
時代に合った地域を
つくり、安心で快適
な暮らしを創出する

住みやすいと思う市民の割合
H31：７０％

平成２６年度（基準）：58.9%
平成３０年度 ：56.9%

※移住相談件数 H26：73件 → H30：125件
※市対応による移住者数 H26：13人 → H30：50人

目標には達しない
見込みであるが、
移住相談件数及び
移住者数は増加し
ている。



年 世帯数

人 口 人口性
比

（女＝
100）

１世帯
当たり
人員

前1カ年の人口動態

純増減

自 然 動 態 社 会 動 態

計 男 女 出生者 死亡者
自然
増減

転 入 者 転 出 者 社会
増減県内 県外 その他 計 県内 県外 その他 計

H26 10,776 27,657 12,888 14,769 87.26 2.57 ▲ 577 176 481 ▲ 305 423 266 29 718 644 306 40 990 ▲ 272

H27 10,477 27,006 12,550 14,456 86.82 2.58 ▲ 641 153 504 ▲ 351 398 231 25 654 601 311 32 944 ▲ 290

H28 10,350 26,412 12,316 14,096 87.37 2.55 ▲ 594 169 487 ▲ 318 452 221 49 722 606 340 52 998 ▲ 276

H29 10,226 25,855 12,079 13,776 87.68 2.53 ▲ 557 142 444 ▲ 302 337 237 42 616 546 295 30 871 ▲ 255

H30 10,062 25,210 11,798 13,412 87.97 2.51 ▲ 645 140 487 ▲ 347 317 223 33 573 592 253 26 871 ▲ 298

〇熊本県推計人口調査

２ʷ１ 第１期まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本目標の現状と課題ついて②
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２ʷ3 地方創生関連交付金を活用した事業の評価について①

H27年度事業（地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金） 担当課振り返り・推進会議意見等

避難所等整備事業費補助事業 事業費12,000千円／交付金11,844千円 ・地域住民の中に「自分でやらなきゃ」という意識
が醸成してきた。
・横のつながりを強化する必要あり。

移住促進事業 事業費1,565.2千円／交付金1,500千円 ・移住者間の交流会等の実施など、移住後のアフ
ターフォローにも取り組んでいく。
・子育て世代の移住が少ないのは働く場が少ないた
めとされており、雇用の場を確保する必要あり。

農林水産物等販売促進事業 事業費18,152.2千円／交付金17,930千円

ブラッシュアップ商品販路拡大事業
・消費者あってのものづくりなので消費者の視点が
必要。
・地域資源を生かし、無理のない商品開発を行うと
よい。

観光振興事業 事業費28,222千円／交付金27,000千円 ・「上天草市みしらんガイド」のようなチャレンジ
ングな事業は継続してほしい。

物産展示販売会及び商談会事業 事業費11,673.2千円／交付金10,700千円 ・上天草市の勢いをアピールする場としては最高で
あった。今後は官民連携事業として取り組んではど
うか。

湯島・樋合地区体験型観光拠点整備事業 事業費754.8千円／交付金754千円 ・島おこしとして「地域おこし協力隊」を取り入れ
てみるのはどうか。

公民館等の機能強化（バリアフリー化、トイレの様式化等）

移住アドバイザーの設置、都市圏での相談会の開催

販売力アップ研修会の開催
ブラッシュアップ商品販路拡大事業評価会の開催
観光・物産展及び商談会の開催（大阪府豊中市）

観光ＰＲ動画のインターネット配信、観光パンフレット作成・設置

本市特産物等の展示販売会・商談会の開催（熊本市）

体験型観光商品の実現可能性について検討、先進地視察研修を行 １３



２ʷ３ 地方創生関連交付金を活用した事業の評価について②

H28年度事業（地方創生加速化交付金・推進交付金） 担当課振り返り・推進会議意見等

上天草市で生きたくなる！ 事業費51,066.4千円／交付金46,000千円

バックアップ大作戦事業
・上天草市を「知る」きっかけとなった。市内に
「来る」プロモーションになるよう内容を充実しな
がら継続して実施していく。

島旅サイクリング事業 事業費13,518.6千円／交付金9,500千円 ・サイクリストは市へ落とすお金が少ないが上天草
の“ファン”になることで頻繁な訪問につながる。
・サイクリストと地元の人の接点が生まれるような
仕掛けをつくるとよい。

パライゾ天草地域資源“アブリダス”事業
事業費19,826.2千円／交付金19,821.5千円

・小さな成功例をつくり広めるという本事業のやり
方は非常に効果が高いため引き続き実施する必要が
ある。

VISITあまくさ・しまばらプロジェクト推進事業
事業費4,687.2千円／交付金4,400千円

・市内観光施設や飲食店などの参加店舗数を増やし、
地域一丸となって消費拡大に繋げる。

ヘルシーアイランドづくり事業 事業費19,100千円／交付金9,098千円 ・市外から人が「来る」だけでなく、地元の人が
「行きたくなる」活動が大切。
・このような行政の取組みを、次世代を担う子ども
たちにも知ってもらい、広めていくことが重要。

「ロバート」秋山氏を起用したプロモーション動画の制作
移住お試し施設の設置、移住支援制度の創設
海運業疑似体験システムの開発

コースマップの作成・HPへ情報掲載、
サイクルラック・案内看板など受け入れ態勢等の整備

おもてなし観光大学（上天草ガイドの会や上天草高校生も対象）
販売スキル向上研修会の開催
物産展及び商談会並びにアンテナショップへの出店

プロモーション事業
世界遺産とオルレを活用したインバウンド促進事業、DMO基盤整備事業

前島観光拠点化事業（イメージアップ情報発信・観光スタンプラリー・
ワークショップコーディネート・間伐等森林整備）
複合型スポーツ&ヘルスツーリズム（実施計画作成・遊休養殖場）
トータルブランディング事業 １４



２ʷ３ 地方創生関連交付金を活用した事業の評価について③

H29年度事業（地方創生推進交付金・拠点整備交付金） 担当課振り返り・推進会議意見等

ヘルSEAアイランドづくり事業 事業費54,994千円／交付金27,414千円 ・「健康づくり」というキーワードは今後重要であ
るため、他の課と連携しながら、市民が楽しく健康
で長生きできるような取組みを継続して進めていっ
てほしい。

シーリゾートトライアングル構想・推進事業
事業費12,483千円／交付金6,241千円

・天草の“サイクリングアイランド”というイメー
ジは高まっている。
・自転車で走りたくなるサイクリングスポットをＰ
Ｒするとともに、自転車を持っていない方へ車より
自転車で周遊する“楽しさ”をＰＲするとよい。

湯島で生きる“島活”応援事業 事業費7,332千円／交付金3,666千円 ・湯島の認知度や注目度が格段にアップし、入込客
が増えている。
・島民の“まちづくり”に対する意識が高まり、今
後の取組みと市内全体への波及に期待。

上天草市「観食住」サイクル事業 事業費46,611千円／交付金19,055千円 ・「移住」ブームは一旦落ち着いたため、住んでい
る人たちがもっと上天草を好きになり、住み続けた
いと思えるような取組みも実施していく必要がある。

スポーツ施設を拠点とした稼げる地域づくりプロジェクト
事業費62,828千円／交付金31,316千円

事業費2,430千円／交付金1,215千円

・現在増えつつある小規模な大会が継続して開催し
たいと思われるような良い関係性をつくるとよい。

前島観光拠点化事業（イメージアップ情報発信・間伐等森林整備）
複合型スポーツ&ヘルスツーリズム（ライフキネティック事業・ヘルシー
メニュー開発・人間ドックモニターツアー・遊休養殖場）
トータルブランディング事業

シーリゾートトライアングル構想策定、配送型レンタサイクル実証実験
サイクルラック設置

スローライフ体験ツアー、湯島灯台周辺整備、プロモーション動画作成

６次産業化支援事業、観光大学運営、シティプロモーション
移住促進事業（産業体験イベント・グルメコンテスト

キッズサッカー大会、プロスポーツ選手招待
陸上競技場及びテニスコート観客整備
陸上競技場のクラブハウス模様替え
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２ʷ３ 地方創生関連交付金を活用した事業の評価について④

H30年度事業（地方創生推進交付金・拠点整備交付金） 担当課振り返り・推進会議意見等

ヘルSEAアイランドづくり事業 事業費45,044千円／交付金22,522千円 ・市民が「ナナメ上↗上天草」を紹介できるように。
・市民一人ひとりが健康を意識する取組が必要。

シーリゾートトライアングル構想・推進事業事業費24,474千円／交付金11,532千円 ・レンタサイクル以外の可能性も模索してはどうか。

湯島で生きる“島活”応援事業 事業費9,245千円／交付金4,622千円 ・湯島の盛り上がりが市内全体に広がり、他の地域
への人の流れができるようにする必要がある。

上天草市「観食住」サイクル事業 事業費23,071千円／交付金11,532千円 ・６次産業化の取組は引き続き推進。
・産業体験イベントなど、次の５年後も見据えてい
く必要がある。

天草四郎と潜伏キリシタン文化を活用した観光素材づくり事業
事業費2,942千円／交付金1,471千円

・地元に愛される「天草四郎ミュージアム」にすべ
きである。

プロジェクションマッピング、クリアカヤック・サップヨガ実証実験
旅行商品の造成・プロモーション、景観整備、人間ドックモニターツアー
温泉大学・ライフキネティック講座開催、アサリ養殖実証実験等

商工観光事業者向けセミナーの開催、レンタサイクル実証実験

スローライフ体験ツアー、メニュー開発と湯島フェアの開催
短編映画上映会の開催、フォトウェディングスポット発信

上天草フェアの開催（大阪府豊中市）、産業体験イベントの開催
グルメコンテストの開催

資料調査分析と展示業務、語り部による解説講演
定期公演実証実験、情報発信
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３ 振り返りを踏まえた次期戦略の方向性について
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課
題
・
分
析

３ʷ１ 振り返りで見えてきた第２期戦略の枠組

<４つの基本目標>
・上天草市への人の流れをつくる
・安定した魅力ある雇用を創出する
・市民の結婚・出産・子育ての希望を叶
える

・時代に合った地域をつくり、安心で快
適な暮らしを創出する

<取組の方向性>
❑上天草市に行きたくなる

❑上天草市で生きたくなる
・上天草市で働きたくなる
・上天草市に住みたくなる

第１期戦略

・上天草市とつながり続ける“関係人口”の創
出・拡大

・市民の当事者意識（シビックプライド※）
醸成

<推進会議>

第２期戦略の枠組

人口減少が進んでいる

子どもから高齢者まで安心・安全で快適
な暮らしが送れるような生活基盤の整備
が必要である

本市の魅力を活かした産業づくりに取り組
む必要がある

若い世代（結婚・出産・子育て）に対する
効果的な施策の検討が必要である

ふるさと納税額は県内トップレベル

観光入込客数も含め
「交流人口」は増加傾向

スポーツ交流拠点施設の充実

観光拠点施設・WI- FI環境の整備
（着地型観光・交流）

シティプロモーション等による
上天草市を知る機会の創出

<成果>吹き始めたナナメ上の風！
上天草市には引き続きチャレンジ志向を持って欲しい

市の未来を見据え、未来を担う人材の育成

住む人・来る人も満足する上天草市になってほしい

市民にも発信し、人も地域も巻き込み、
地方創生の“ジブンゴト化”につなげる

官民連携・庁内連携をさらに強化
※シビックプライド：郷土愛など単に愛着を示す言葉と
はニュアンスが異なり、「この都市をより良い場所にす
るために自分自身が関わっている」「自分がこの都市の
未来をつくっている」という当事者意識を伴う自負心の
ことをいう。（シビックプライド研究会：伊藤香織代表
（東京理科大学教授））

１８

○第１期で設定した４つの基本目標を維
持しつつ、取組の方向性を強化し、更
に推進を図る。

○取組の方向性に新たに“上天草市が好
きになる”を追加



移住

二地域居住

頻繁な訪問

ふるさと納税

特産品購入

移動

無関係

関わりの階段

↑
深
化

関
心

関与 深化→

ふるさと納税額は県内トップレベル

観光入込客数も含め「交流人口」は
増加傾向

スポーツ交流施設の充実

観光拠点施設・WI- FI環境の整備
（着地型観光・交流）

３ʷ２ 「関係人口の創出・拡大」と第１期戦略での成果

シティプロモーション等による
上天草市を知る機会の創出

第１期戦略での成果

関わりの継続性

or
関係性
の維持

吹き始めたナナメ上の風‼

１９



地域にルーツ
のある者

ふるさと

納税者

観光客小中高生

生産年齢層

高齢者層

上天草市を
好きになる
上天草市を
好きになる

市内 市外

①市民の当事者意識の
醸成

①市民の当事者意識の
醸成

②関係人口の創出
・拡大

②関係人口の創出
・拡大

市民が集まり交流する「きっか
け」と「場」づくり

・上天草の現状と課題を知る
・上天草の将来を考える
・上天草を良くしたいと思う
・同志との出会い
・自分（たち）でできることを考
える
・実践する

⇒地方創生のジブンゴト化！

継続性のある“上天草サポーター”
の仕組みづくり

・上天草を知る
・上天草の食材を食べる
・上天草に頻繁に訪れる
・上天草の人に会いたくなる
・上天草に納税したくなる

⇒上天草に関わっていた
い！

３ʷ３ 第２期戦略における取組のイメージ

２０



・引き続き「行（生）きたくなる」「働きたくなる・住みたくなる」取組を強化
・“上天草サポーター”の仕組みづくり、制度設計・イベント実施
・電子マネーの活用を通じて市外の方の市内での消費拡大
・前島観光拠点施設や湯島移住体験お試し施設の活用

②関係人口の創出・拡大②関係人口の創出・拡大

・引き続き「行（生）きたくなる」「働きたくなる・住みたくなる」取組の強化、市民に対しての積極的な
情報発信と参画促進

・地方創生事業の市内全域での展開（姫戸・龍ヶ岳）
・地域に根差した勉強会の推進
・熊本県などが進める市内小中高校での起業家育成事業（本年度より実施）
・地域おこし協力隊の拡大とそれを契機とした各地区での交流促進・地域の課題解決を図る取組を促進
※湯島、教良木、維和の事例を全地域に波及

①市民の当事者意識の醸成①市民の当事者意識の醸成

３ʷ４ 第２期戦略における施策案について

２１



✓「上天草市を好きになる」を新たに位置付けることで、これまでの取組①~③が
さらに加速化

✓市外の方に対して継続的な関わりをつくることで関係人口の増加につなげる
✓市民に対しては、地方創生のジブンゴト化による市全体の活性化とその持続化

３ʷ５ 次期戦略における“上天草を好きになる”の位置づけ

①上天草市に
行きたくなる！

上天草市で
生きたくなる！

②上天草市で
働きたくなる

③上天草市に
住みたくなる

上天草市を
好きになる！

ア．ターゲットを設定した観光メニューの開発
イ．観光客誘致に向けたイベントの充実と情報発信の強化
ウ．集客力を高める受入環境整備の推進
エ．観光産業を担う経営者等の人材育成並びに組織化
オ．・・・・
カ．・・・・

ア．地場産業の強化支援及び育成
イ．農林水産物の販路拡大
ウ．海運業の振興と担い手の育成
エ．・・・
オ．・・・

ア．移住・定住の促進
イ．住みよいまちづくりの推進
ウ．子どもにやさしいまちづくり
エ．・・・
オ．・・・

ア．シビックプライド醸成
交流の場ときっかけづくり

イ．関係人口の創出・拡大
（仕組みづくり）

ウ．・・・
エ．・・・
オ．・・・

２２



参考：関係人口の創出・拡大の取組事例①
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参考：関係人口の創出・拡大の取組事例②

２４



参考：関係人口の創出・拡大の取組事例③

２５



参考：関係人口の創出・拡大の取組事例④
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